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資 
 

料 
『
海
』
第
二
期
第
三
十
号
発
行
記
念
小
特
集 

   

『
海
』
第
二
期
は
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九

年
）
六
月
二
〇
日
に
創
刊
し
、
こ
の
た
び
第
三
十

号
を
発
行
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
年
に
二
回

の
発
行
で
す
の
で
、
十
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

  

十
五
年
と
い
う
間
に
は
、
構
成
員
の
半
数
以
上

が
交
代
す
る
と
い
う
変
化
を
経
て
き
ま
し
た
が
、

「
表
現
す
る
、
発
表
す
る
、
到
達
す
る
、
生
涯
現

役
、
山
を
移
す
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、
自
ら
の

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
心
情
の
発
露
と
し
て
の
表
現
を

行
い
、
地
道
に
発
行
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
「
同
人
個
々
が
主
人
公
で
あ
る
」
と

い
う
運
営
方
針
を
定
め
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
表
現
に
磨
き
を
か
け
、
少
し
で
も
高

き
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

  

な
お
、
『
海
』
第
一
期
は
昭
和
六
二
年
（
一
九

八
七
年
）
九
月
一
日
の
創
刊
で
す
か
ら
通
算
三
十

七
年
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
、
本
号
が
通
巻

第
九
十
七
号
と
な
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。 

 

【
『
海
』
第
二
期
掲
載
一
覧 

第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
十
一
号
（
平
三
一
・
一
・
一
発
行
｛
２
０
１
９
｝ 

─

通
巻
第
八
十
八
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 

エ
ッ
セ
イ 

 

メ
モ
・
ラ
ン
ダ
ム 

 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 
 
 
 
 
 
 
 

晩
秋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
奈
良
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
文
学
散
歩 

（
第
八
回
）
最
終
回 

 
 
 
 

井
本
元
義 

 
 

詩 
 
 
    

新
月 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 
 

笹
原
由
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
Pow row row your boat 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
    

さ
ら
ば 

愛
し
き
時
計
よ 

ほ
か 

 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
    

メ
ー
ル
設
定 

 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 

詩
と
画 

 
 

話
っ
花
（
十
一
） 

 
 
 
 
 

鳥
井
ま
み 

 
 

俳
句 

 
 
 

空
と
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
野 

薫 

 
 
 
 
 
 
 
 

分
か
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 

翻
訳 

 
 
 

街
の
女
マ
ギ
ー
（
最
終
回
） 

 

牧
草 

泉 

 
 

小
説 

 
    

白
い
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

巡
査
の
恋 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
野 

薫 
パ
レ
イ
ド
リ
ア 

 
 
 
 
 
 

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
    

姉
と
僕
の
関
係 

 
 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

静
か
な
る
奔
流 

 
 
 
 
 
 

井
本
元
義 

    
 
 
 

第
二
十
二
号
（
令
元
・
七
・
一
発
行
｛
２
０
１
９
｝ 

─

通
巻
第
八
十
九
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笹
原
由
理 

 
 

エ
ッ
セ
イ    

レ
ン
ゲ
と
「
市
だ
ご
」 

 
 
 

上
水
敬
由 

 
 

詩 
        

小
春
日
和 

ほ
か 

 
 
 
   

笹
原
由
理 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
月 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

も
し
も
私
が
死
ん
だ
ら 

ほ
か  

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
  

 
 

未
来
か
ら 

ほ
か 

 
 
 
  

有
森
信
二 

 
 

詩
と
画 

  
 

話
っ
花
（
十
二
） 

 
 
 
  

鳥
井
ま
み 

 
 

俳
句 

 
 
  

花 
 
 
 
 
 
 
  

 
   

有
森
信
二 

 
 

小
説 

 
    

流
れ
雲 

 
 
 
 
 
   

  

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

＆ 
 

Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

川
村
道
行 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

鼻
の
記
憶 

 
 
 
 
 
  

中
野 

薫 
 

 
 
   

 
 
 
 

一
番
鶏
と
青
い
空 

 
 
 
 

有
森
信
二 

 

 
 
  

 
 
    

大
杉
栄
と
友
人
林
倭
衛 

 
 

井
本
元
義 

 

 
 
 
 
  

 
 

第
二
十
三
号
（
令
二
・
一
・
一
発
行
｛
２
０
２
０
｝ 

─

通
巻
第
九
十
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
         

  

牧
草 

泉 
 

 
 

エ
ッ
セ
イ    

ラ
イ
セ
ン
ス
の
夏 

 
  

   

上
水
敬
由 

 
 

詩  
 
 
   

い
の
ち 

ほ
か 

 
 
 
    

笹
原
由
理 

 

 
 
 
 
 
      

こ
と
ば
た
ち
よ 

ほ
か 

  
 

群 
 

青 

 
 
 
          

ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ 

ほ
か 

 
   

牧
草 

泉 

 
              

過
去
か
ら 

ほ
か 

 
 
     

有
森
信
二 

 
 

詩
と
画 

 
 

話
っ
花
（
十
三
） 

 
 
 
   

鳥
井
ま
み 

 
 

俳
句 

 
 
 

天
井
天
下 

 
 
 
 
 
 
   

有
森
信
二 

 

 
 

小
説  

     

友
誼
を
断
つ 

 
 
  

 
 
  

中
野 

薫 

 
 
 
 
   

    

束
草
の
雪 

 
 
 
 
   

   

牧
草 

泉 

 
 
 
 
        

月
光
の
影
（
第
六
回
）   

   

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
        

喫
水
線 

 
 
 
 
 
   

   

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

見
て
く
れ
じ
ゃ
な
い
よ 

 
   

川
村
道
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ゴ
イ
ス
ト
た
ち
の
告
白
（
第
一
話 

セ
ン 

ナ
ヤ
広
場
の
地
下
か
ら
）     

井
本
元
義 

 

 
 

招
待
席 

小
説 

ア
イ
ツ
の
経
歴 

 
 
 
 
 

神
宮
吉
昌 
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第
二
十
四
号
（
令
二
・
七
・
一
発
行
｛
２
０
２
０
｝ 

─

通
巻
第
九
十
一
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
        

   

井
本
元
義 

 
 

詩 
        

虚
無 

ほ
か 

 
 
 
     

 

笹
原
由
理 

 
 
 
 
        

友
の
た
め
の
や
ぶ
椿
に
よ
る
幻
想
譚 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｉ
Ｔ
時
代
を
生
き
る 

ほ
か 

 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
        

疫
病 

ほ
か 

 
 
  

 
   

有
森
信
二 

 
 

詩
と
画 

 
 

話
っ
花
（
十
四
） 

 
 
 
 
 

鳥
井
ま
み 

 
 

俳
句 

 
 
 

国
を
越
え 

 
 
 
  

 
 
  

松
本
西
夏 

 
 

評
論 

 
 
 

『
平
家
物
語
』
ノ
ー
ト
（
第
一
回
） 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
木
健
介 

 
 

小
説 

 
 
 

タ
ー
ミ
ナ
ル 

 
 
 
 
 
  

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

昔
語
り
・
空
騒
ぎ 

 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 
 
 
 
 
 
 
 

過
去
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

伝
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
宮
吉
昌 

 
 
 
 
 
 
 
 

月
光
の
影
（
最
終
回
） 

 
 
 

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

隣
接
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

キ
ャ
ピ
タ
ゴ
ン
α 

 
 
 
  

川
村
道
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ゴ
イ
ス
ト
た
ち
の
告
白 

（
第
二
話 

貴
腐
薔
薇
） 
 
  

井
本
元
義 

 
 第

二
十
五
号
（
令
三
・
一
・
一
発
行
｛
２
０
２
１
｝ 

─

通
巻
第
九
十
二
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

高
岡
啓
次
郎 

 
 

織
坂
幸
治
小
特
集 

 
 
 
 
 
      

織
坂
幸
治
を
論
ず
る
（
小
特
集
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

檀
一
雄
に
捧
げ
る
鎮
魂
歌 

（
『
畸
言
塵
考
』
か
ら
） 

 
 

織
坂
幸
治 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
大
風
」
と
な
っ
た
檀
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
畸
言
塵
考
』
か
ら
） 

 

織
坂
幸
治 

 
 
  

 
 
 
 
 

人
と
言
葉
を
愛
す
る
詩
人 

 

長
野
秀
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 

評
伝
・
人
間
織
坂
幸
治 

 
 

井
本
元
義 

 
 
 
 
 
 
 
 

詩
魂
の
人
・
海
の
創
始
者
織
坂
幸
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

織
坂
幸
治
『
畸
言
塵
考
』
に
寄
せ
て 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
田
義
明 

 
 

エ
ッ
セ
イ 

 

く
わ
ら
あ
ん 

 
 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 
 

詩 
 
 
 
 

心
音 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 

笹
原
由
理 

 
 
 
 
 
 
 

「
資
本
主
義
の
終
わ
り
よ
り
世
界
の
終
わ
り
を

想
像
す
る
ほ
う
が
た
や
す
い
」
と
、
マ
ー
ク

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
書
い
た
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
 
 

ジ
ジ
・
バ
バ
・
地
上
げ 

ほ
か
鳥
井
ま
み 

 
 
 
 
 
 

写
真 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

夕
陽
の
あ
る
風
景 

ほ
か 

 

牧
草 

泉 

俳
句 

 
 
 

冬
銀
河 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
西
夏 

 

 
 

評
論 

 
 
 

『
平
家
物
語
』
ノ
ー
ト 

 
   

赤
木
健
介 

 
 

小
説 

 
 
 

あ
だ
し
野
へ 

  
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

終
雪 

 
 
 
  

 
   

 
 

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｙ
女
子
大
文
芸
サ
ー
ク
ル 

 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

乳
母
車 

 
 
     

  
   

川
村
道
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

静
か
な
る
奔
流 

（
「
六
」
終
楽
章
の
傍
景
） 

  

井
本
元
義 

 
 第

二
十
六
号
（
令
三
・
七
・
一
発
行
｛
２
０
２
１
｝ 

─

通
巻
第
九
十
三
号
） 

 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 

エ
ッ
セ
イ 

 

夏
炉
冬
扇 

 
 
 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 

出
版
紹
介 

『
詩
句
盡
々
・
天
景
語
録
』
（
織
坂
幸
治
・
一

行
詩
一
行
句
集
） 

 
 
 
 
 
  

『
虚
日
の
季
節
』
（
井
本
元
義
・
「
日
仏
語

『
対
訳
詩
集
』
」 

 

詩 
 
 
 
  

天
の
川 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 

笹
原
由
理 

 
 
 
 
 
 
 

資
本
主
義
の
終
わ
り
な
の
か
ぼ
く
の 

 
 
 
 
 
 
 

終
わ
り
な
の
か 

 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
 

或
る
独
白
「
ふ
る
さ
と
考
」 

ほ
か 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
  

 

生
き
て
こ
こ
ま
で
来
た
！ 

ほ
か  牧

草 

泉 

 

俳
句 

 
 
 

落
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
西
夏 

 

小
詩
論 

 
 

賢
治
と
カ
ミ
ュ
と
ラ
ン
ボ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

そ
の
反
逆
と
労
働
に
つ
い
て 

 

井
本
元
義 

 

小
説 

 
 
 

風
に
揺
れ
る
葉 

 
 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 

月
の
砂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 

「
独
」
と
「
離
」 

 
 
 
     

川
村
道
行 

 
 
 
 
 
 
 

蒼
い
陽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 

エ
ゴ
イ
ス
ト
た
ち
の
告
白
・
第
三
話 

 
 
 
 
 
 
 

千
の
夕
焼
け 

 
 
 
 
 
 
 

井
本
元
義 

 
 
 

第
二
十
七
号
（
令
四
・
一
・
一
発
行
｛
２
０
２
２
｝ 

─

通
巻
第
九
十
四
号
） 

 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
木
健
介 

 

織
坂
幸
治
追
悼
小
特
集 

 
 
 
 
 
 
 

現
代
教
育
考
（
転
載
） 

 
 
 

織
坂
幸
治 

 
 
 
 
 
 
 

評
伝
・
人
間
織
坂
幸
治
【
追
悼
】 

 
 
 
 
 
 

「
コ
コ
ロ
ハ 

コ
ト
バ
デ
ア
ル
。
こ
と
ば
は 

 
 
 
 
 
 
 

こ
こ
ろ
で
あ
る
。
」
を
刊
行 

 

井
本
元
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
西
佳
文 

 
 
 
 
 
 
 

織
坂
さ
ん
、
花
逢
忌
の
こ
と
（
転
載
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
野
秀
樹 

 
 
 
 
 
 
 

追
悼
・
詩
魂
の
人 

『
海
』
の
創
始
者 



 

50 

 

 
 
 
 
 
 
 

織
坂
幸
治
氏 

 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
エ
ッ
セ
イ 

 

福
岡
文
芸
教
室
の
頃 

 
 
 
 
 
 

追
悼
・
東
野
利
夫
先
生 

 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 

ア
ズ
・
タ
イ
ム 

 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 

詩 
 
 
  

資
本
主
義
の
終
わ
り
な
の
か
ぼ
く
の
終
わ
り 

な
の
か
Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

約
束 
ほ
か 

  
 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 

俳
句 

 
 
 

風
の
う
し
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

松
本
西
夏 

 
 

小
説 

 
 
 

真
凜
の
世
界 

 
 
 
 
  

  

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

 
 
   

川
村
道
行 

 
 
 
  

 
 
 
 

玲
子
の
孤
独 

 
 
 
 
 
   

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

黄
色
い
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
宮
吉
昌 

 
 
 
 
 
 
 
 

タ
イ
ム
・
ス
ク
リ
ー
ン
へ
の
誘
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ゴ
イ
ス
ト
た
ち
の
告
白
・
第
四
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

聖
な
る
川 

 
 
 
 
 
 
 
 

井
本
元
義 

 

第
二
十
八
号
（
令
四
・
七
・
一
発
行
【
２
０
２
２
】 

─

通
巻
第
九
十
五
号
） 

 
 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
宮
吉
昌 

 
 

エ
ッ
セ
イ 

 

砂
ぼ
こ
り  

 
 
 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 
 

詩 
 
 
 
 

朝
日
の
な
か
で 

 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
 
 

愛
し
の
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」 

ほ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

牧
草 

泉 

 
 

俳
句 

 
 
 

払
暁 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

松
本
西
夏 

 
 

小
詩
論 

 
 

ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
小
論 

 
 
 
 
 
 
 

「
二
」
労
働
す
る
存
在
・
沈
黙
す
る
存
在
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

反
抗
す
る
存
在 

 
 
 
 
 
 

井
本
元
義 

 
 

小
説 
 
 
 

幻
聴 

 
 
 
 
 
 
 
     

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

灘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
恋
愛
の
顛
末 

 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 
 
 
 
 
 
  

幼
年
期 

郷
原
直
太
の
場
合
・
其
の
壱 

 
 
 
 
 
 
 
 

じ
っ
け
ん
（
前
篇
） 

 
 
 
 

中
村
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

虚
空
山
病
院 

 
 
 
 
 
 
 

井
本
元
義 

 

第
二
十
九
号
（
令
五
・
一
・
一
発
行
｛
２
０
２
３
｝ 

─

通
巻
第
九
十
六
号
） 

 

海
へ
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
太
郎 

 

エ
ッ
セ
イ 

 

や
な
ぎ
か
げ 

 
 
 
 
 
 
 

上
水
敬
由 

 
 

詩 
 
 
 
 

こ
と
し 

ほ
か 

 
 
 
 
   

笹
原
由
理 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
の
砂
地 

 
 
 
 
 
 
 

群 
 

青 

 
 
 
 
 
 
 
 

赤
い
グ
ラ
ス 

ほ
か 

 
 
 
 

牧
草 

泉 

 
 

散
文
詩 
 
 

愛
す
る
あ
な
た
へ 

 
 
 
 
 

牧
草 

泉 

 

俳
句 
 
 
 

風
は
誰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
西
夏 

 

評
論 

 
 
 

犯
罪
と
二
人
の
批
評
家 

 
 
 

赤
木
健
介 

 

小
説 

 
 
 

冷
た
い
夏 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
岡
啓
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク 

 
 
  

 
 

有
森
信
二 

 
 
 
 
 
 
 

幼
年
期 

郷
原
直
太
の
場
合
・
其
の
壱 

 
 
 
 
 
 
 

じ
っ
け
ん
（
中
編
） 

 
 
 

中
村
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 

白
羊
の
見
る
虚
囚
夢 

 
 
 
 

井
本
元
義 

 

招
待
席 
散
文
詩 

蝶
愛
ず
る
少
年 

 
    

天
津
孔
雀 

 
 
 
 
 

掌
編
小
説 

こ
ん
に
ち
は 

 
 
  

天
津
孔
雀 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

（
以
上
有
ま
と
め
） 

       

           
 
 
       

 
 
           

    
 
 
 

  
 
 
 

   
  


